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行政報告（村上町長）

　道内の全町村で構成する北海道
町村会では、石川県町長会に対し、
２月上旬に200万円の見舞金を贈
呈しています。
　町としても、支援金を送金した
ほか、本庁舎と歌登支所において、
募金箱の設置や支援金の窓口受付
など、日本赤十字社と連携した取
り組みを行っています。

　町内の低所得世帯への支援とし
て、国の交付金を活用した給付事
業を実施しており、現在の進捗状
況は、住民税非課税世帯への７万
円、住民税均等割のみ課税世帯へ
の10万円、これら世帯の18歳以下
のお子さんへの５万円の給付は、
概ね完了見込となっています。

　１月22日から25日にかけて、宗
谷地方では、低気圧の発達による
大雪や吹雪の影響で、国道238号
（目梨泊～浜猿払間）の通行止め
や、特急えさし号の運休など地域
公共交通に影響がありました。
　枝幸市街地においては、４日間
で累計60cm以上の降雪となり、
１月総累計では197cmと近年希に
見る大雪となりました。
　町民の皆さまには、長期間にわ
たり大変ご不便をおかけいたしま
した。

　現在、旭川厚生病院に勤務され
ている八島英基（やじま ひでき）
医師が４月から、当院の診察にご
協力いただくことで準備を進めて
おり、外科外来を、週１回木曜日
を基本に診療することを予定して
おります。
　今後も持続可能な地域医療確保、
医療の質の向上を図るために、継
続して医師の確保に努めていく考
えであります。

能登半島地震被災地に対する支援
について

国保病院の診療体制について

１月下旬の吹雪による町道除排雪
の影響について

昨年11月に決定された国の総合経
済対策に基づく当町の物価高への
緊急経済対策について
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　第１回定例会は、令和６年３月６日に開会し、３月11日に閉会しました。
　12月定例会以降の議会事務報告を小原議長、行政報告を村上町長、教
育行政報告を小川教育長が行いました。
　その後、令和６年度町政執行方針及び教育行政執行方針が行われました。
　一般質問では６議員が10項目について、町長及び教育長に質問しました。
　町側から提案された議案は、同意案件３件、条例改正15件、補正予算
案７件、報告事項１件、また議会からは陳情２件を提出し審議されました。
　新年度予算案９件は予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査
を行い、最終日の本会議において、付託した全ての議案を可決しました。

定例会のあらまし定例会のあらまし
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教育行政報告（小川教育長）

　警報は発表されませんでしたが、吹雪や大雪・通
学路の不安等により、23日は各学校の判断で、歌登
小中を除く学校で休校とし、25日と26日は全校で一
斉休校を実施しました。

　12月23～27日にかけて平戸市の中学生６名と、枝
幸町の中学生４名が交流しました。
　オホーツクミュージアムで枝幸の歴史や文化に触
れ、最北端の宗谷岬や紋別市の流氷科学センターの
見学ほか、音威子府村でスキーを体験しました。
　また、北海道の海の幸、山の幸の食事も楽しみま
した。

　参加された二十歳の対象者は６
２名、ご家族の方々も40名ほど参
列され、４年振りに来賓の参列及
び祝辞をいただきました。
　二十歳代表による誓いの言葉で
は、枝幸町に誇りを持ち、これか
らの人生を歩んでいくことの強い
気持ちが述べられました。

　１月下旬の暖気による融雪の影
響など、心配な点もありましたが、
６歳から71歳まで78名の選手が参
加され、盛会裏に大会を終えるこ
とができました。

１月23～26日の吹雪と大雪に伴う臨時休校について

５年ぶりの「古川年正杯　第42回
枝幸町三笠山スラローム大会」を
開催しました

１月７日に令和６年二十歳を祝う
集いを挙行しました

　２月１日現在の小学校の卒業者
数は51名、中学校は、64名です。
　令和６年度の小学校の入学予定
者数は40名、中学校は51名で、全
児童生徒数は、小学校が262名、
中学校が148名で総数410名となる
予定です。
　なお、枝幸高校への進学希望者
は、44名です。

卒業者数及び入学予定者数につい
て

長崎県平戸市の中学生との「いきいき交流事業」に
ついて

令和６年度　町政執行方針
■重点的に推進する政策
　＊人口減少対策と定住環境整備
　＊産業経営基盤の着実な整備
　＊情報発信と地域防災力の向上
　＊ゼロカーボン北海道オホーツクえさしの推進
　＊デジタル実装の基盤整備
■令和６年度重点施策
　＊社会経済情勢の変化への対応
　＊定住・移住対策の強化及び重点化
　＊子育て支援エリアの形成
　＊介護老人福祉施設の整備推進
　＊地域経済の発展につなぐ産業支援
　＊確実な防災体制と情報伝達手段の構築
　＊再生可能エネルギーとEV充電インフラの導入

令和６年度　教育行政執行方針
第１「未来社会で生きるための実践的な力の育成」
第２「豊かな心と健やかな体の育成」
第３「学びをつなぐ学校づくり」
第４「地域の教育資源を活かした家庭・青少年の学び」
第５「多様化する学びを支える社会教育・生涯学習」
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町政執行方針と教育行政執行方針の詳細は、
広報えさし　４月号P2～7に掲載されています。

枝幸小学校入学式
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●デジタル防災 行政無線 整備事業　４億円
　災害時の緊急情報や行政情報等を迅速に伝達するため、デジタル防災行政無線を整備する事業です。
　現行のＥＯＳ放送、データ放送、ホームページなどに加え、スマホアプリなどデジタルコンテンツ
の活用と合わせ、多重化した強靭な災害情報伝達基盤の構築を図っていくものです。

●ふるさと納税推進事業　３億5,000万円
　ふるさと納税（指定寄付金：予算額7億円）に対する返礼事業関連経費です。

●一般廃棄物最終処分場整備事業　３億1,937万円
　枝幸地区一般廃棄物最終処分場の廃止に向けた調査・研究と歌登地区一般廃棄物最終処分場浸出水処
理施設を更新する事業です。

●障害者給付費等支給事業　２億5,966万円
　障害者総合支援法に基づく、障害福祉サービス費
（居宅・施設）及び補装具費の給付（対象障害：
身体・知的・精神）を行う事業です。

●教職員住宅整備事業　　9,000万円
　教職員の環境改善を図るため、教職員の建
設や長寿命化改修を行う事業です。

３月７日～８日
令和６年度予算審査特別委員会令和６年度予算審査特別委員会
　第１回定例会の会期中に、予算審査特別委員会（委員長：小林正浩議員、
副委員長：石川　勝議員）が設置され、付託された令和６年度予算（一般
会計・４特別会計・４企業会計）を審査しました。
　その後、委員長の報告を付して、本定例会に提出され認定されました。
　各会計の予算額は下表のとおりです。

　第１回定例会の会期中に、予算審査特別委員会（委員長：小林正浩議員、
副委員長：石川　勝議員）が設置され、付託された令和６年度予算（一般
会計・４特別会計・４企業会計）を審査しました。
　その後、委員長の報告を付して、本定例会に提出され認定されました。
　各会計の予算額は下表のとおりです。

前年度比令和６年度会　計　区　分
一　　般　　会　　計

合　　　　計

令和５年度

収益的
資本的
収益的
資本的
収益的
資本的
収益的
資本的

特
別
会
計

企
　
業
　
会
　
計

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業

港 湾 整 備 事 業
臨港用地造成事業特別会計

簡易水道事業特別会計

水道事業会計

簡 易 水 道
事 業 会 計

下 水 道
事 業 会 計

国民健康保険
病 院 事 業

12,629,000,000円
1,499,018,000円
141,356,000円
789,343,000円

0円
2,860,000円

0円
148,946,000円
118,907,000円
219,665,000円
108,081,000円
527,612,000円
361,069,000円
1,874,862,000円
536,355,000円

18,957,074,000円

11,602,000,000円
1,463,473,000円
151,937,000円
802,280,000円
2,760,000円
2,974,000円

259,976,000円
155,436,000円
97,518,000円

584,312,000円
444,825,000円
1,950,813,000円
707,447,000円

18,225,751,000円

8.9%
2.4%
-7.0%
-1.6%

（廃止）皆減
-3.8%

（企業会計へ）皆減
-4.2%
21.9%
皆増
皆増
-9.7%
-18.8%
-3.9%
-24.2%

（単位：円）一般・特別・企業会計予算
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令和６年度の主な事業

特別会計企業会計 一般会計
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●オホーツク枝幸活力商品券発行事業　4,065万円
　食料品や燃料価格など、物価高騰の影響が長期化する中、町民一人あたり５千円の商品券（町内全
店共通）を全世帯に配布し、町民の方々の生活を支援するとともに、購買意欲の向上と地域経済の早
急な回復を図る事業です。

●外国人宿舎整備事業　１億円
　枝幸漁協が事業主体の外国人宿舎建設に
対する補助金です。
　木造２階建１棟２４室
　事業費　２億円×1/2（上限１億円）

●ホタテ漁業船建造事業　１億円
　枝幸漁協が事業主体のホタテ漁業漁船建造に対する補助金です。
　（14ｔ型アルミ合金船　１隻）
　事業補助金　２億2,000万円×1/2（上限１億円）

●道路整備事業（補助）１億5,447万円
　町道のバリアフリー化などの整備と橋梁の長寿
命化に係る点検・補修を行う事業です。

●特定漁港漁場整備事業　8,113万円
　オホーツク枝幸漁港（山臼・乙忠部・音標）の岸壁、船揚場、道路、用地整備に係る道営事業負担
金です。　 

●枝幸港改修事業（直轄）１億8,140万円
　将来的な各種HACCPへの対応、衛生管理効果による水産物の付加価値向上と輸出促進を図るため、
国直轄の枝幸港の中央埠頭に屋根付岸壁等を整備するための負担金です。　 

●中山間地域等直接支払制度交付金事業　１億749万円
　農業生産条件の不利な中山間地域に対して農用地を維持・管理し、生産活動等を継続するために集
落協定書に基づく協定対象農用地面積に応じた交付金を交付する事業です。

●森林環境譲与税活用事業　8,276万円
　令和元年度から都道府県及び市町村に譲与された森林環境譲与税を活用し、間伐や人材育成・担い
手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進を図る事業です。

●公社営草地畜産基盤整備事業　３億5,543万円
　枝幸地区の事業参加者の飼料生産基盤を整備し、良質な粗飼料の収穫による生乳生産向上を図り、
また、大型機械の導入による効率化により酪農生産基盤の強化を図る事業です。

●除雪対策経費　3億7,977万円
　町道等の冬期生活路線の安全確保のための除雪
関連経費です。
・除雪委託料・車両等修繕費・防雪策設置撤去等

●国保病院大規模改修事業　２億1,000万円
　院内病室等の冷暖房機器、ブラインド・網戸の更新を予定。病棟再編に伴い、２病棟のナースス
テーション間の動線を確保し連携が取りやすい構造に改修を行います。

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行
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新規事業や、予算内容について質疑を行いました。
主なものを要約してご紹介します。

予算審査特別委員会 Q&A予算審査特別委員会 Q&A

　行政情報システム管理経費と情報システム標
準化事業の電子計算機の購入で、職員用のスマ
ホ220台とあるが、金額的に多いがどのような
契約をしているのか。
　また、行政情報システム管理経費の電話設備
更新業務委託料の内容を。

　契約は指名競争入札で行う予定です。また、
電話設備更新業務委託料は役場本庁舎と総合支
所、水道課の電話交換機の交換のための経費です。

　多文化共生推進事業について説明を。

　外国の人材を地域定着に向けた窓口を設ける
ための経費で、現在はアドバイザーだけですが、
令和６年１月末現在、中国人１名、タイ人74名、
ベトナム人62名、インドネシア人９名、その他
16名の計162名の外国人がいます。

　コミュニティセンター管理経費ですが三笠コ
ミセンと風烈布のコミセンの入り口階段が車椅
子でのぼる事が不可能です。その改良費用が含
まれているか。

　三笠コミセンの駐車場の補修は含まれていま
すが、玄関スロープの予算は含まれていません。

　医療技術者就学資金貸付事業の内容は。人数
の推移は。

　令和６年度に貸付する分は看護師が４名、保
健師が１名です。
　看護師については継続で新規はありません。

　家族介護費助成事業はどのような制度でこれ
までの実績は。この制度を使える方はどういう
方か。また、周知はどのようにしているのか。

　家族介護費助成事業については自宅で介護し
ている方のおむつ代を助成しています。月の限
度額が７千円。月25万円を見積もり、300万
円の予算組です。
　介護度で、支援1，2　介護1，2，3，4、5　
の方が使えます。
　周知については広報誌等でお知らせしています。

　この助成金は紙おむつ・紙パンツ・使い捨て
手袋・介護用シーツ等の購入費用が対象とな
っており、１ヵ月に購入した費用の９割を、
7,000円を上限として助成しています。
　詳細は保健福祉課まで（☎62-1337）　ゼロカーボン推進事業の具体的な内容は。

　委託料500万円はゼロカーボンビレッジ構築
計画策定業務。５年度太陽光導入の調査結果に
基づいて導入可能な優先順位の高い施設からマ
イクログリッドを形成するなど需給一体型のシ
ステムを構築できないかという計画を策定。備
品購入費については公用車のSUV車プラグイン
ハイブリット４WDを購入したいと考えています。

　土台作りの2025年に向けて町が先導役とな
るための委託料なのか。

　公共施設が今まで太陽光とか再生可能エネル
ギーの設備を導入した経緯がないので、町の公
共施設が率先して導入することで、教育的な環
境、町民に対する機運醸成を図ります。

　SUV車の車種・メーカーは。

　トヨタ・ラブ4、2500ccプラグインハイブ
リット4ＷＤ車です。

家族介護費助成事業について

野口委員

情報課長

野口委員

企画課長

野口委員

総務課長

野口委員

保健福祉課長

徳保委員

保健福祉課長

岩谷委員

町民課長

岩谷委員 町民課長

岩谷委員

町民課長
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２月に開催されたベトナム旧正月交流会



陳情

報告第１号　寄附採納について

同意（第２・３・４号）

７

３月定例会の主な議案

陳情第１号
　日本国憲法の尊重・擁護に関する要請
【陳情者】靖国神社国営化阻止道民連絡会議事務局

陳情第２号
　食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求
める陳情
【陳情者】農民運動北海道連合会

　　　　　　審議の結果、資料配布となりました。

同意第２号
　枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任につい
て
　田村　信義氏　　駒形　直樹氏　　新岡　央三氏
同意第３号
　枝幸町農業委員会委員の任命について
　平田勝一郎氏　　榊原　和也氏　　髙橋　壮冶氏
　𠮷田　明彦氏　　田中美代子氏　　渡邊　博文氏
　関口　真也氏　　寺前　吉幸氏　　諏訪　　隆氏
　重松　良平氏　　柴田　孝樹氏　　向井地信之氏
同意第４号
　枝幸町教育委員会委員の任命について
　成澤　英輝氏　　　　　　　　　（全案件同意）

株式会社つうけんアドバンスシステムズ
　　　代表取締役社長　橘　川　龍　也 令和５年12月15日現金  500,000円 地域再生法第１３条の２に規定するまち・ひと・

しごと創生寄附活用事業として

地域再生法第１３条の２に規定するまち・ひと・
しごと創生寄附活用事業として

枝幸漁業協同組合
　　　代表理事組合長　桜　庭　研　兒 令和５年12月22日

枝幸漁業協同組合
　　　代表理事組合長　桜　庭　研　兒 令和５年12月22日

枝幸町水産系廃棄物処理協議会
　　　　　　　　会長　桜　庭　研　兒 令和５年12月22日

枝幸漁業協同組合
　　　代表理事組合長　桜　庭　研　兒

現金  90,000,000円
冷凍ほたて90㎏
冷凍さけフィレ30㎏

昆布45㎏

現金  10,000,000円

現金  10,000,000円 令和５年12月22日

漁業振興（80,000,000円）として
若い世代の定住促進（10,000,000円）として

学校給食の食材として

水産系廃棄物処理資金として

一般寄附

Ｑ：結婚新生活支援事業、次世代住宅建設支援事業、
　移住支援事業の減額理由について　（野口議員）
Ａ：結婚新生活支援事業（町民課参事）
　　現在のところ支出済額１件、申請件数が減にな
　ったのが理由です。
Ａ：次世代住宅建設支援事業　　　　（企画課長）
　　実績が７件、申請件数が減になったのが理由で
　す。
Ａ：移住支援事業　　　　　　　　　（企画課長）
　　９月補正で１件の申請見込みでしたが、すぐに
　転出したため減額しています。

Ｑ：除雪対策経費について　　　　　（野口議員）
Ａ：来シーズンにむけては町内の排雪日時を周知し
　たい、天候によってはずれる可能性はあります。                                                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設課長）

Ｑ：除雪対策経費の除雪委託料が減額の理由
                                                   （徳保議員）
Ａ：過去５年間の稼働実績を基に積算し予算を組ん
　でいます。平成29年から令和３年までの実績にな
　るのが理由です。　　　　　　　　（建設課長）

Ｑ：衛生資材と購入事業が減額の理由（小林議員）
Ａ：新型コロナウイルス感染症対策の衛生資材等の
　購入費ですが、５類に移り、それまでの予防に係
　る経費が限定されたことで、支出が減り減額にな
　っています。　　　　　　　　　（町民課参事）

Ｑ：有害鳥獣の駆除経費の中に目梨泊港にいた、多
　くの鹿の駆除経費は入っているか。（小林議員） 
Ａ：入っていません。市街地のため銃器による捕獲
　は困難なため、今後は箱わなによる確保を研究し
　検討していきたいと考えています。（農林課長）

Ｑ：公共施設等管理経費が増額の理由（小林議員）
Ａ：オホーツク枝幸株式会社の決算見込み財源不足
　分です。　　　　　　　　　　　（観光課参事）

一般会計補正予算（第７号）8,626万9,000円を増額し、総額129億858万4,000円

３月定例会　補正予算Ｑ＆Ａ３月定例会　補正予算Ｑ＆Ａ
第１回定例会での令和５年度一般会計補正予算の質疑内容を要約してお知らせします。

寄附者氏名 寄附の種類 寄附年月日 指定寄附内容

株式会社未来開発コンサルタント
　　　　　代表取締役　米　通　　　猛 令和６年１月31日

ダイシン設計株式会社
　　　　　代表取締役　本　多　弘　幸 令和６年２月19日

株式会社セコマ
　　　代表取締役社長　赤　尾　洋　昭 現金 令和６年２月28日

ホクレン農業協同組合連合会
　　　　代表理事会長　篠　原　末　治 令和６年２月29日

現金  300,000円

現金  500,000円

現金  1,000,000円 　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　〃
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3 月定例会の審議結果は
ホームページで確認する
ことができます。
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一般質問 第１回定例会において、６名の議員が登壇し10項目の質問がされました。
各議員の質問と理事者答弁は次のとおりです。内容を要約してお知らせします。

岩　谷　隆　行　議員

防災倉庫の場所について
オホーツク枝幸株式会社の経営について

P９～10

小　林　正　浩　議員

枝幸町のヤングケアラー対策
P10～11

野　口　洋　郎　議員

帯状疱疹の予防接種費用の助成について
国民健康保険事業について

P12～13

遠　山　　　修　議員

災害対策と住民意識の向上
P14

秋　川　祥　雄　議員

農業（酪農）振興対策について
　１．酪農の現状について
　２．労働者不足とヘルパー事業について
　３．猛暑対策について

P15

徳　保　喜　幸　議員

当町におけるいじめ等問題対策の現状
P16

一般質問の詳しい内容はこちらから
【令和６年第１回定例会（３月６日開会：１日目）】

みてね



９

　　　防災倉庫は、枝幸港臨港用地に水産庁の補
　　　助により建てられたと聞いている。
　当時は東日本大震災の前であり、津波などの懸
念はなく建築は進んだと思われる。震災後に数々
の議論が出たと思うが、津波の被害にあった時の
ことを考えると、もう議論をしている場合ではな
い。
　現状の倉庫には、油吸着マットなど使用しない
ものを管理し、特に地震・津波などの災害に必要
なものだけでも早急に防災倉庫の高台への新規建
設を検討し移転すべきと思う。
　　　町長
　　　枝幸町の防災倉庫については、水産庁の
「強い水産業づくり交付金制度」を活用して平成
19年３月に完成したもので、油の流出による汚染
拡大を防止するオイルフェンスや救命ボートのほ
か、発電機、土嚢など防災資機材、また災害時に
も活用できる大型車両なども保管しています。
　これまで様々な災害が報じられる中で、防災倉
庫の移転や新築について話題になることもありま
したが、費用や場所等の課題もあり、当面は、従
来どおり、現状の倉庫は港での防災を含めた資機
材の保管場所とし、非常食や資機材は役場庁舎な
ども活用しながら対応します。
　　　防災倉庫の中にはどのようなものを保管し
　　　ているか。また、それ以外の防災資材はど
こに何を保管しているか。
　　　総務課長
　　　防災倉庫の中には暖房器具・ダンボールベ
ット・仮設トイレ・テントのほか車両などを保管
しています。
　また、役場庁舎３階には暖房器機や非常食、各
コミュニティーセンターには発電機などを保管し
ています。
　　　能登半島の地震で被害を受けたばかりで、
　　　それを考えると早急に高台に防災倉庫を作
るべきと思うが。
　　　町長
　　　全国各地で頻繁に災害が起きている状況を
踏まえながら、港湾にある防災倉庫、これで完全

問

答

だとは思いません。私どもとしましては、防災体
制の再構築を考え、令和６年度は住民の皆様の安
心安全を確保するため、非常時の災害を知らせる
デジタル防災無線システムを整備することを最優
先に考え、今後、防災資材をストックするため
に、どのような形が望ましいのか段階的に見直し
をし、一段と力を入れて取り組んでいきます。

　　　昨年５月より、新型コロナ感染症法上の位
　　　置づけが５類となり、施設の稼働率・売り
上げが上がってきているようだが、結果としては
営業損益がマイナス3,262万９千円と損失が続い
ている。
　施設利用者が増えているにも関わらず赤字状態
が続くのは、経営に問題があるのではないかと考
える。
　ホテルニュー幸林においては客室稼働率が80％
超えしているが、現状のままでは、客室の人員稼
働率などをみると今後も黒字経営に近づけていく
のは難しいのではないか。今後、どのような会社
の利益を上げる経営戦略を持っているのか。
　　　町長
　　　ここ数年、コロナ禍のおける影響から利用
者が減少していましたが、行動制限の解除後は、
コロナ禍前の令和元年度利用者数とほぼ同じ水準
まで順調に回復しています。しかし、利益を示す
営業損益は、コロナ禍以降、本年度においても厳
しい状況が続いています。
　主な要因は、エネルギー価格の上昇や物価高騰
による仕入れや経費の増加、近年の賃金上昇に伴
う人件費の増などによるものです。
　また、稼働率については、両保養施設ともに、
平日のビジネス客の利用率が非常に高い一方で、
週末や観光での家族利用が少ないことが伸び悩む
原因と捉えています。
　会社の利益を上げる取り組みとして、本年４月
以降、両保養施設の宿泊料金を２割程度引き上げ
る改定を行い収益確保による経営向上を図ってい
きます。
　これらを踏まえ、地域資源を活用した魅力ある
観光メニューの提供と情報発信を行い、観光客増
加による施設利用の拡大などで中長期的な収益の

問

答

問

答

問

２．オホーツク枝幸株式会社の
　　経営について

岩　谷　隆　行　議員
２問目

答

岩　谷　隆　行　議員

１．防災倉庫の
　　場所について

１問目

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行

一般質問
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改善が図れるよう努めていきます。
　　　今、私が質問したのは経営戦略の内容であ
　　　って、枝幸の魅力を発信しながらいかに施
設を利用していただけるか、単に値段を上げると
いう単純なことではなく経営戦略をお聞きした
い。
　　　観光課参事
　　　両施設についてはどちらもビジネス客の利
用が大きく、定員稼働率に要する客室の稼働率で
はなく、定員に対する稼働率が低いことにあり、
ここを上げていくと重要な収益につながると思い
ます。三笠エリアの観光資源を生かした施設整備
について検討し、観光客の誘導や滞在型観光の促
進を図っていきたいと思います。
　　　ビジネス客のシングル使用が多いというと
　　　ころに経営戦略の一つの道筋があると思う
が、東京都の平均稼働率が60％強で利益を上げ
ているところもあり、80％の稼働率で赤字のホ
テルなどありません。利益を上げるためには最初
の投資が必要になる。80％の稼働率を確保しな
がら、いかに利益を上げるかを考えて頂きたい。
　　　町長
　　　今、オホーツク枝幸株式会社が指定管理者
として運営している両施設は、合併前は両町が住
民の保養施設、また、町内に来るお客さんのため
の宿泊、観光客などの受け皿として多様な施設と
してスタートしただけに、部屋の稼働率が高くて
も実数宿泊いただける方の人数が高まってこない
状況であります。
　今、この時期を乗り越えて将来的なビジョンの
課題を模索しながらどのような形で三笠山エリア
の観光保養施設の再整備について、皆様ととも
に、また、経済産業界のご意見もお聞きしなが
ら、今後、将来に向かう大きな課題として認識し
ています。

問

答 　　　ヤングケアラーとは、年齢に見合った手伝
　　　いの範囲を超え、大人が担うべき家事や家
族の世話を日常的にしている子どもを指す。
　国の実態調査では、世話をする家族がいると答
えた子どもは小学校６年生で約15人に１人、中
学生は約17人に１人、高校生は約24人に１人
で、うち約７％が平日１日当たり７時間以上を世
話に費やしている。
　枝幸町に現在、ヤングケアラーが存在している
か、また、今後、正確な実態調査を予定している
のか。
　また、地域における支援体制の充実、福祉・介
護・医療・教育など関係機関の連携強化も必要
で、当町では令和６年４月１日運用開始予定のこ
ども家庭センターが相談支援体制の中心になると
思うが、どのように対応するのか。
　　　町長
　　　ヤングケアラーについては、来年度策定す
る「第３期子ども・子育て支援事業計画」へ反映
するため、昨年12月に小学校５年生から高校３年
生までの児童・生徒と、中学生の保護者全員を対
象にアンケート調査を実施しました。
　対象者659人のうち241人の方に回答をいただ
き、回収率は36.6%で結果は今月末にまとまりま
す。集計した結果については、来月から開設する
「こども家庭センター」の専門職員を中心に分析
し、関係部局・機関との情報共有・連携など、有
効に活用してまいります。
　　　アンケート調査の結果が出るのはまだ先で
　　　あるが、その中にヤングケアラーと認識さ
れている方がいるかわかるか。また、アンケート
調査の結果は議会に報告の予定はあるか。
　　　町民課参事
　　　アンケート調査の結果は委託業者を中継し
ているため途中の状況は把握できませんが、結果
がまとまった時点で分析し、対応していきます。
また、議会の方にもご報告します。
　　　こども家庭センターの子ども家庭支援員の
　　　業務内容と、どのような人物なのか。

問

答

問

答

答

小　林　正　浩　議員

３．枝幸町の
　　ヤングケアラー対策

問

問

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行

ホテル ニュー幸林

一般質問
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　　　町民課長
　　　今、予定されているこども家庭支援員は、
枝幸高校に昭和58年４月に着任され、その後、
数々の道立高校を回り平成31年３月に退職、その
後、民間専門学校の校長として５年間勤め、昨年
３月に退職をされています。
　枝幸に教育相談員が不在なこと、こども家庭セ
ンターの設置等もご相談させていただき、適任者
であるとして内定をさせて頂いています。
　仕事の内容は、不登校児童・生徒、保護者、悩
みを抱えている家族に対して孤立しないように手
を差し伸べるアウトリーチ型の支援を行う。ま
た、教育支援センターに「ありのまま」を設置
し、問題をかかえる子どもを受け入れ、その人に
合った個別の対応をしていくとともに、不登校や
ヤングケアラー、いじめ問題などの教育支援も担
っていただくことで内諾を得ています。
　校長・教頭時代には「いじめの対策委員」や
「中高児童相談所の協議会」などの委員にもなっ
ていますので、幅広い知識と経験を有しているこ
とで大きな期待をしています。
　　　心理担当職員という方が週２回、３時間ほ
　　　どいるようだが、この方の業務内容と、ど
のような人物なのか説明していただきたい。

答 　　　町民課参事
　　　心理担当職員ということで４月から、１週
間のうち１日３時間を２回対応していただくこと
を考えています。現在スクールカウンセラーとし
て管内や枝幸高校にも行っている方で、また、学
校ばかりではなく町内全域の幼児から保護者の方
の相談も受けていただくことになっており、非常
に期待をしています。
　　　各自治体によりますが、ヤングケアラーな
　　　ど、恵まれない家庭に生まれた子どもたち
のところに、弁当の支給やこども食堂をやってい
る地域もあると思うが、行政が音頭をとって、今
後、その活動につなげるような形にはならない
か。
　　　町民課長
　　　今回、アンケート調査の結果がまとまり次
第、その中にはヤングケアラーや貧困の状況も全
てが把握できるわけではないですが、家庭支援を
分析し、第３期子ども・子育て支援事業計画に盛
り込んでいくことになります。
　それによって、登校できない、学びが保証され
ないということであれば、今後、子育て支援とい
う重点的な課題ですので、皆さんのご意見をいた
だきながら、どれが最善の支援なのかを考え、取
り組んでいきたいと思っています。

問

答

問

答

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行

4 月から、こども家庭
センターと地域交流ス
ペース「りすの広場」
が開設されました。
　そして、南宗谷通園
センターが併設されま
した。

りすの広場

交　流　室 ありのまま

一般質問
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　　　帯状疱疹の患者が増えているという報道を
　　　数多く目にします。帯状疱疹は、赤い発疹
や水ぶくれが帯状に生じる病気で、特に50歳以
上から発症率が高く、80歳以上では３人に１人
が発症すると言われている。当町の帯状疱疹の罹
患状況はどのようなものか示していただきたい。
　帯状疱疹の予防接種は、生ワクチンと不活化ワ
クチンと２種類があり、生ワクチンは接種回数が
１回で、費用は7,590円である。不活化ワクチン
は２回摂取が必要で、１回の費用が21,540円、
２回接種すると43,080円になる。予防効果の高
い不活化ワクチンを受けたいが高額で接種できな
いという声がある。
　現在、この予防接種費用を助成している自治体
が広がっています。当町でも予防接種費用の助成
を始めるべきと考えるが。
　　　町長
　　　帯状疱疹は感染症法では国の感染症発生動
向調査による届出疾患には定められておりませ
ん。枝幸町国保病院では診断された患者は、令和
５年４月から39名、合併症である帯状疱疹後神経
痛は７名となっております。しかし、ウイルスが
特定できないケースもありますので、正確な罹患
状況を把握するのは困難です。
　助成についてですが、国も定期接種することに
ついて検討を進めており、当町においても接種費
用の助成について検討していきたいと考えていま
す。
　早期発見、早期治療に係る周知は、国におい
て、テレビCMなどを活用した啓発を行なってお
り、町としても連携を図り、予防啓発に取り組ん
でいきます。
　　　一例として、80代のご夫婦で、ご主人が
　　　帯状疱疹にかかった時、枝幸の国保病院で
初期治療が良く治りが早かったという例があっ
た。治療後ご夫婦でワクチン接種を受けたが、不
活化ワクチンが高額で生ワクチンを受けたようで
ある。不活化ワクチンは高額である。ちなみに枝
幸町ではインフルエンザの予防接種の助成はどう
なっているか。

問

答

　　　保健福祉課長
　　　インフルエンザにつきましては、非課税の
方には無料、国保の方で1,600円助成しておりま
す。
　　　インフルエンザは１回3,600円で、その内
　　　1,600円の助成があり、自己負担は2,000
円である。これくらいなら積極的に受けられる。
帯状疱疹は２万円を超えている。町長はどのよう
な検討をされているか。
　　　町長
　　　最初に申し上げたように、国において、定
期接種することの検討を進めている流れもありま
す。
　管内では、浜頓別が今年の６月から対象とする
といいうことも出てきましたので、前向きに状況
を見ながら検討していきます。

　　　国民健康保険税が高すぎるという問題。
　　　地方自治体として住民の苦しみを緩和する
ために何かできることはないか。
　本来の納付金額を賄うための財源確保はどのよ
うに考えているか。滞納対策はどう検討している
か。
　このまま保険税の値上がりが続けば、国民健康
保険事業自体が成り立たなくなるのではないかと
危惧する。
　　　町長
　　　激変緩和措置の適用を受けながら、平成30
　

問

答

答

問

野　口　洋　郎　議員

４．帯状疱疹の
　　予防接種助成について

１問目

問

答

５．国民健康保険事業について

野　口　洋　郎　議員
２問目
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年以降保険税率の見直しを行なっていますが、措
置の終了に伴い、更なる見直しが必要となってい
ます。国保事業会計基金の約１億5,000万円を活
用し、令和６年度以降は、町独自の激変緩和措置
を行うこととしております。　
　納付困難な場合、分割割付などによる対応を引
き続き行なっていきます。　
　少子高齢化による社会保険負担率の増加が大き
な懸念であり、議員と認識を共有する所で、国に
よる財源確保の要望とともに、引き続き、医療保
険制度の安定的な運営に努めます。
　　　上げなければ国保の事業が成り立たないと
　　　いうのは、事業自体が成り立たないのでは
ないか。どんどんこれから上がっていくと、払え
ない人がどんどん出てくるのでは。この辺の認識
はどうか。
　　　保健福祉課参事
　　　税制改正後、提案させていただきますが、
国保の基金を使って、道へ支払うことを考えてい
ます。
　　　税務課の滞納繰越額資料の中で、国民健康
　　　保険税の滞納者が増えている。その理由を
お答え願いたい。
　　　税務課長
　　　平成28年度29年度に所得税の更生が入り、
所得が増えた分、国保税に跳ね返る形が原因で
す。
　　　平成30年から年々滞納金額が増えている。
　　　国保税が上がり続けた結果ではないか。

　　　税務課長
　　　平成合併時の徴収率は80％、現在は94％ま
で上がっています。原因は滞納額が大きい人が増
えたためです。納税相談などで分割納付いただき
完納に向かっている方もいますので、ご理解くだ
さい。
　　　納付回数を７回から10回に変え、納付額
　　　を小さくした方が納税意欲が湧くのではな
いか。
　　　税務課長
　　　令和５年度国保税の対象は1,353世帯、12
月までに納税された世帯は989世帯89.6％、残る
件数は115件です。額的にいうと1,500万円ですが
これについても、一部は分割納付で納付されると
見込んでいます。
　　　収められない人がいる、ぜひその辺を検討
　　　していただきたい。
　　　税務課長
　　　滞納者の割合は令和４年度実績ベースで国
保税の滞納が68世帯、約27％、残りが住民税や固
定資産税、その他の使用料など49世帯、72％とな
っており、国保税だけの滞納は19世帯のみです。
　支払回数の件（7回から10回）は枝幸町の特異
体質で４月から12月まで就労の方が多く、１～３
月の仕事が無い時の支払は厳しいと考えていま
す。
　今後も広報誌等で周知し、相談を受けていきま
す。

問

問
答

答

問

問

答

答
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問

議会事務局の
メールアドレス

gikai@esashi.jp 
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一般質問



14

　　　今年１月の能登半島地震は日本中を震撼さ
　　　せる出来事で、いまだ復興途中にある。当
町の自治体としての災害対応と、町民の防災意識
を向上させるための対策、防災訓練・避難訓練の
現状と、安全な地域社会形成のための取り組みに
ついて、町長の考えを伺う。
　　　町長
　　　枝幸町としての災害対応について、避難す
べき事態が発生した際の円滑な行動につながるよ
う、防災マップ等の配布、広報誌やEOS・データ
放送、町のHP等を活用し、機会を見ながら情報
提供してきました。
　避難所開設時のために非常食、毛布等の備蓄品
の計画的購入、必要機材の適宜購入をしていま
す。　
　防災訓練・避難訓練について、歌登地区では自
治会町内会による定期的な防災訓練が取り組まれ
ています。今後、避難訓練実施に向け協議を進め
ます。
　令和６年度は、新たなハザードマップ作製、地
域防災計画の改定、デジタル防災行政無線を整備
します。
　　　防災教育・防災訓練に対する町の考え方
　　　は。
　　　総務課長
　　　新しいハザードマップを活用した訓練をし
なければいけないと考えています。
　歌翠園では実際の避難訓練はむずかしいと思い
ますが、シミュレーション的なことが出来ればと
思っています。
　　　昨年３月の質問で、総務課長は新年度から
　　　避難訓練をやりたいと言っているが、言っ
たことに責任を持つべきだと思うがどうか。
　また、要援護者の登録申請はどれくらいされて
いるのか。
　　　総務課長
　　　避難訓練が実際できなかったことを申し訳
なく思っています。
　災害要支援者、援護者について、毎年度一度各
自治会等に照会をしています。具体的な人数は確
　

問

答

か100人ぐらいだと思うが、ちょっと押さえてい
ません。
　　　要支援者に対する支援プランというものが
　　　あるが、担当課として、どう把握して支援
していくのか。自治会町内会に呼びかけをしなけ
ればいけないが、どうしていくべきと考えるか。
　　　総務課長
　　　町内会の方でも手が回らないということも
あり、なかなか難しい問題で、正直答えが出てい
ません。町としては、まず、支援者のデータを把
握した中で、行政でできることは対応できればな
と思っています。
　　　いろんな状況を勘案した中で対応しなけれ
　　　ばと思うが、枝幸の場合はEOS放送とかい
ろいろあるので、事あるごとに備えなど発信して
ほしいと思うが。
　　　町長
　　　どんどん高齢化が進んでいく中にあって、
そこを支えるそれぞれの地域なり、町内会のしっ
かりとした形の連携が深まるところに、もう少し
意を用いなければならないのかなという気もして
おりますし、他町村にない住民向けのツールとし
てEOSがあるので、もう少し、活用というものを
高めることも必要なのかなという気もしていま
す。

遠　山　　　修　議員

６．災害対策と
　　住民意識の向上

問

問

答

問

答

答

問

答
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　　　酪農家戸数は令和６年２月末で、94戸、
　　　10年前の124戸から30戸減少している。
牛の飼養頭数は、10年前の10,971頭から令和５
年２月末で9,581頭に、乳量も、10年前の
56,715ｔが令和４年末で54,542ｔと約2,200ｔ
減っている。取扱生産額も、５年前65億が令和
４年決算で64億と１億減少している。
　町長は、執行方針で、引き続き支援を実施する
としているが、具体的にどのような支援を検討し
ているのか、新規就農への取り組み、クラスター
事業等による拡大事業への取り組みについて説明
願う。
　　　町長
　　　物価高騰対策としては、令和４年度及び本
年度において国の交付金を活用し、飼養頭数及び
月齢に応じて１頭あたり3,600円の定額助成を行
い、国・道・農協においても同様の支援と飼料・
肥料の高騰対策が併せて実施されています。
　令和６年度については、国・道の支援策が未確
定であることから、町としての支援策について財
源も含め検討し迅速に対応します。
　新規就農対策については、各種就農フェアの出
展を再開し、新年度は就農セミナーの開催を予定
しています。令和６年度には夫婦１組の新規就農
が予定され、３名の方が町内酪農家で研修を行っ
ています。
　クラスター事業については現在予定されていな
いが、新年度、公社営事業によりロボット搾乳牛
舎１棟の新設が予定されています。

　　　事業が大型化し、大規模農地を処理するに
　　　はオペレーターや牛舎内の労働者の確保が
必要だが、対応策はあるのか。
　ヘルパー事業は、10年前、バイトを含めて16
名が、現在６名で、充分な対応ができないと思う
が今後の対応について伺いたい。

問

答

　　　町長
　　　労働力不足について、酪農家の牧草収穫作
業等をサポートするコントラクター組織で各種就
農フェアへの参加や求人活動を通して人材確保に
取り組んでいます。各農家では学生のインターン
シップ、研修生の受け入れ、外国人技能実習制度
を活用して、４ヵ国より11名の研修生を受け入れ
ています。
　町としても人口減少対策と密接な関わりがある
ことから必要な支援を行っていきます。
　宗谷南酪農ヘルパー利用組合についても、各種
フェアの参加、学校訪問、研修生の受け入れなど
積極的な取組を実施。今後も継続して支援を行い
ます。

　　　昨年の猛暑は牛へのダメージが強く、死ん
　　　だり、体調不良で乳牛が減少したり、大き
な損失があったと聞いている。また、伝染病の発
生もあり、大きな打撃を受けたとのこと。本年も
猛暑が予想されるが、どのような対策が取られて
いるのか。
　　　町長
　　　暑熱に非常に弱い乳牛について、乳量の低
下、疾病の併発、繁殖への影響など、経済面で多
大な損失が生じていると認識しています。
感染症対策に十分な資機材を確保するうえで、必
要となる予算の確保について関係機関と協議を進
めている。各酪農家が飼養環境や飼養管理の改善
など必要な対策を講じており、継続してこれらの
対策を進めることが重要と考えています。
　　　感染症に対するワクチンについて町として
　　　はどのように考えるのか。
　　　農林課長
　　　各農家がワクチン接種の必要性を判断して
接種するような形になると思いますが、要望等が
多ければ、町としても対応を検討していきたいと
考えています。

問

答

問

答

問

秋　川　祥　雄　議員

７．酪農の現状について

１問目

８．労働者不足とヘルパー事業について

秋　川　祥　雄　議員
２問目

９．猛暑対策について

秋　川　祥　雄　議員
３問目

答

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行
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　　　いじめは、組織的な対応、いじめの未然防
　　　止、早期発見、いじめをしてはいけないと
いう教育等が求められており、令和５年度宗谷管
内地域いじめ問題等対策連絡協議会の基本構想で
は、重点推進項目として「いじめはどんな理由が
あっても許されないと考える児童生徒の育成」、
「スクールカウンセラー等の専門家を交えたいじ
め防止の研修の推進」が求められているが、本町
では、どのような取り組みがあったのか。また、
各学校におけるいじめ対応支援ツール「アセ
ス」、「ほっと」、「コンパス」等の活用状況、
教育総合会議がどの程度の頻度で開催されている
のか伺いたい。
　　　教育長
　　　道徳の授業や学級活動において、他者の理
解や多様性を認める心の醸成と、いじめ防止の粘
り強い丁寧な指導しているほか、各学校におい
て、スクールカウンセラー等を交えた「いじめ防
止研修」は、指導体制のあり方や、指導の仕方な
どの道教委研修資料を活用して行っています。
　支援ツール「アセス」と「ほっと」について
は、学校における適応感やコミュニケーションス
キルを客観的に測定するものとして各学校で活用
されており、「コンパス」については、いじめの
未然防止や早期発見、組織的対応など、具体的な
取り組みを示したもので、事案に応じて活用して
います。
　総合教育会議では、これまで、いじめ問題を議
題としたことはありませんが、今後、重大ないじ
め事案が発生した場合は、総合教育会議に諮る必
要があると考えます。
　新年度から「こども家庭センター」の開設にあ
たり、こども家庭支援員が配置される予定で、学
校教育に関する各種相談業務を担っていただくこ
ととなっており、町長部局と教育委員会が課題認
識を共有し、教育相談体制を構築していきたいと
考えています。
　　　枝幸町いじめ防止基本方針が作成されてい
　　　るが、これは、保護者にも十分共有がされ
ているのか。

問

答

　　　学校教育課長
　　　町のいじめ防止基本方針は、町ホームペー
ジに掲載のほか、保護者が集まる機会に周知して
います。
　　　いじめ事案が万が一認められたとき、担当
　　　する先生が大きなストレスを抱えてしまう
ことが問題視されている。これに対して、どのよ
うな対応をされているか。
　　　学校教育課長
　　　学校内に、いじめ対策の校内対策委員会が
あり、校長、教頭、関係する先生方と共有しなが
ら対応しています。　
　　　いじめが原因で不登校に発展している案件
　　　はないか。
　　　学校教育課長
　　　今のところありません。
　　　同僚議員から質問のあった地域おこし協力
　　　隊としての校長先生経験者、心理担当職
員、スクーカウンセラー、こういった方々は、こ
の学校現場でも対応していただけるのか。
　　　学校教育課長
　　　学校現場でも対応していただきたいと考え
ています。

問

答

問

答

問
答
問

徳　保　喜　幸　議員

10．当町におけるいじめ等
　　問題対策の現状

答
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　議会はどなたでも傍聴することができます。
　本会議では議員の一般質問の他、町政に関す
る条例や予算などが審議されます。
　議員の活動や町政の方針などを、ぜひご覧く
ださい。

を議 会を議 会 傍 聴傍 聴 しませんかしませんか

　EOSチャンネルでは議会定例会を全日程生中
継しています。次回の定例会は６月27・28日
を予定しています。
　本会議では議員の一般質問の他、町政に関
する条例や予算などが審議されますので、ぜひ
ご覧ください。

議会を生中継しています

一般質問
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３月14日枝幸高校で議会議員との懇談会が行われ、
５つの班に分かれて「枝幸探究」の発表を聞きました。

その後、「枝幸町の町政」について懇談会を行いましたので、一部を紹介します。

１．歴史文化について
　全体的によく調べられていました。
　もう少し掘り下げれば更に面白くなったと思
われます。今後も研究を継続してもらいたい。

２．酪農について
　酪農について感想を聞いたところ、生徒は牧
場見学をして、体験はしていないが合理的な仕
組みになっていると感じた様子。

３．水産について
　とても良く調べて発表してくれましたが、枝
幸の毛ガニ漁は、刺網漁ではなく、毛ガニ籠漁
である旨説明をしました。次は漁師さんなどに
直接調査するともっと理解が得られるとアドバ
イスしました。

４．林業について
　木は酸素を作ってくれるので、人間にとって
大切。また、車などから排出されるＣＯ２など
を吸ってくれる。木は健康でいられる要素がた
くさんある。

５．定住移住について
　テーマの設定理由は、枝幸町の人口減少の原
因を知りたい。・サブテーマ　地域おこし協力
隊が枝幸に与える影響、題材と共に意見もしっ
かりしていた。

枝幸高等学校１年生と議会議員との懇談会枝幸高等学校１年生と議会議員との懇談会

今後の取り組みについて
　枝幸高等学校生との懇談会は今後も継続して実施していくことと、実現可能なものは、町側へ
発信していくよう、議会改革の中で話し合いながら実施していくことを確認した。　

１．将来住みたい枝幸町の街は？
◆枝幸にはバスしかないので、移動手段とし
　ての公共交通機関がある町
◆同年代の人が居れば枝幸に住みたい。
◆歌登児童館の今後はという問いには、アー
　ティストを呼ぶ、もったいない施設、有効
　活用
２．こんな街なら将来枝幸に戻って生活したい。
◆レジャー施設が足りない。
３．こんな街なら枝幸で子育てをしたい。
◆子育てのために、公園の遊具など外で遊べ
　る場所が必要。
４．出来ることなら枝幸に残って仕事をしたい。
◆地元なので、家を継ぎたい地域に恩返しが
　したい。
◆若い時は都会で、４０代になったら枝幸で
　生活したい。
５．枝幸の街で余暇、レジャーを楽しむ為には
　  どんな事が必要ですか。
◆公園整備、キャンプ場などの環境整備、
　トイレ、Wi-Fiが必要。
◆自然を使った都会でできない遊び

６．学生生活でこれからの理想形は何ですか。
◆学校の中に売店が欲しい。
◆給食は？の問いには、普段通りがいいよう
　です。
７．将来街づくりに関わって（参加して）みたい
　  ですか。
◆まちづくりに対してイベントなどに参加し
　て盛り上げたい。　
◆帰ってきたら参加したい。
８．暮らしやすい街とはどう考えますか。
◆商業施設の種類の充実が必要とのことでし
　た（文房具、アパレル等）
◆若い人がやる店を作ってほしい。
◆食品ロスをなくす商売
９．若者の事を考えた枝幸町の施策はありますか。
◆子ども、若者が集い、楽しめる場所が欲し
　い。

町政について

議会改革特別委員会 令和６年３月14日

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行
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令和６年２月15日（木）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から６件
の案件について説明を受け、協議等を行いました。

総務文教常任委員会 担当所管
総務課・教育委員会など総務文教常任委員会 担当所管
総務課・教育委員会など

委 員 長　小林正浩
副委員長　徳保喜幸
委　　員　清水顕志
委　　員　野口洋郎
委　　員　遠山　修
議　　長　小原　仁

委 員 長　小林正浩
副委員長　徳保喜幸
委　　員　清水顕志
委　　員　野口洋郎
委　　員　遠山　修
議　　長　小原　仁

４．図書館の開館時間・休館日の変更について【社会教育課】
　　令和６年２月１日より、下記のとおり開館時間及び休館日を変更している。
　　　〇開館時間…火曜日から土曜日　午前９時から午後５時まで
　　　〇休館日……毎週日曜日・月曜日・祝日
　　　※図書館司書の退職により、当面の間の緊急措置としている。

１．デジタル防災行政無線の整備について【総務課・情報課】
　　現行のＩＰ告知放送システムは、長時間の停電時や暴風雪による光ファイバーケーブルの断線の発
　生など脆弱であり、停電時の災害情報伝達手段の見直しが急務であったので、デジタル防災行政無線
　システムに移行し、強靭な災害情報伝達基盤の構築を図る。
　　デジタル防災システムに移行すると、停電や断線のリスクが概ね解消され、無停電装置により最大
　72時間の使用が可能となる。
　　戸別受信機の併用により、高齢者世帯への情報伝達が可能となるほか、現在開発中のモバイル端末
　向けアプリによりスマートフォンへの情報が提供できる。
　　当面は、デジタル防災システムのほか、ＥＯＳ放送、データ放送、町のホームページ、携帯電話へ
　の緊急速報メールなど複数の手段を組み合わせていく。

２．令和５年度 町税等不納欠損処分（予定）について【税務課】
　　地方税法第15条の７第４項及び第５項、第18条第１項の規定に基づく、消滅債権の不納欠損を予
　定の説明を受けた。
　　執行日は令和６年３月末、賦課年度は平成11年度から令和４年度分、対象人数は37件（うち法人
　６件）
　　今後の債権管理の対応は、完納している大多数の納税義務者との公平性を確保するため、督促状、
　催告書を送達しても納付がなく、納税相談等に応じない方、納税誓約不履行の方、資力があるが完納
　に及ばない方など、納税について誠意があると認められない場合は、滞納処分の執行を行い、今後も、
　一定期間（５年・10年以上）が経過し、完納の見込みがないものは、財産調査　等を行い適正な債権
　管理を行っていく。

３．町内小中学校における 「いじめ・不登校及び体罰」 の状況について【学校教育課】
　　令和５年６月と11月に、アンケート調査票による調査、無記名式（学級及び性別記名）・選択式で
　実施。
　　「嫌な思いをしたことがある」と回答した児童生徒に対する学校の対応は、聞き取りによる事実確
　認及び指導、再発防止等を含めた担任等による見守りを実施した。
　　また、「嫌な思いをしたことがある」と回答した児童生徒の保護者へ、学校の指導や対応方法等を
　報告した。

学校でのいじめ発見、再発防止策については、次のとおり。
・全ての小中学校でのアンケート調査及び個別面談の実施
・いじめを早期に発見する体制づくり、教職員間の情報の共有化
・フィルタリングソフトによる早期発見・早期対応
・「ネット上のいじめ」等の未然防止、早期発見・早期対応のため、教職
　員による定期的及び必要に応じたネットパトロールの実施
・好ましい人間関係のあり方の指導、正しい行動が支持される集団づくり
・道徳授業等における、いじめ防止に対する話し合いの場の設定
・参観日、懇談会等での情報発信

　教育委員会の対応
は、アンケート調査
内容の聞き取り、学
校におけるいじめ問
題の状況や取組の把
握、いじめと認知さ
れる行為につながる
事案の再発防止に向
けた指導を行ってい
ます。

えさし 議会だより No.68 令和６年５月28日発行
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令和６年２月16日（金）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から12件
の案件について説明を受け、協議等を行いました。

１．こども家庭センターの運営について【町民課】
　　親身に寄り添った支援の充実強化を図るため、子育て支援拠点エ
　リアの形成と役割を発揮し、安心して子どもを産み育て、健やかに
　成長できることを目的に設置する。
　　当センターでは、統括支援員、心理担当、利用者支援担当など経
　験豊富な専門家を配置し、学校、教育委員会など関係機関と連携
　し、情報共有を行い必要な支援につなげていく。
２．児童福祉施設複合化改修事業（歌登保育所）について【町民課】
　　施設の老朽化と利用者の減少により、歌登児童館・フォレストピ
　アホール及び学童保育所を歌登保育所へ移転し施設運営を行ってい
　く。
　 　歌登保育所へ、児童館の機能を集約化し、一体的な子育て複合施
　設として施設の適正化を図る。複合化改修後の学童保育所は、「枝
　幸地区こどもセンター」とし、「子ども会館」と同様の運営とする。
　　歌登フォレストピアホールについては、社会教育課が所管のため、
　今後は社会教育課と歌登支所で協議していく。

４．令和６年度有害鳥獣(ヒグマ）対策等について【農林課】
　　猟友会の会員数は、令和５年12月現在で27名であり、平均年齢は53歳となっている。
　　有害鳥獣駆除に積極的に従事できる会員は65歳以上の方が大半を占め、会員の多くは日中働いてい
　ることから、捕獲活動に従事しているのは会員数の半数程度である。
　　特に、ヒグマの捕獲には危険が伴うため、熟練会員のみで行っているが、捕獲できる会員が３～５
　名程度の中で、令和５年度のヒグマの目撃件数は99件、捕獲数も27頭と、過去最高となっている。
   　このような現状から、令和６年度より、ヒグマ捕獲報償金及び出動手当を増額する。

産業厚生常任委員会 担当所管
町民課・観光課など産業厚生常任委員会 担当所管
町民課・観光課など

委 員 長　石川　勝
副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
議　　長　小原　仁

委 員 長　石川　勝
副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
議　　長　小原　仁

　　有害鳥獣駆除の担い手不足や、若いハンターへの技術継承は喫緊の課
　題であるが、新規狩猟者となるための猟銃免許や猟銃所持許可、猟銃等
　の購入費用で30万円以上が必要であることから、令和６年度より、そ 
　れらの費用の助成制度を創設（上限20万円）し、担い手の確保・育成
　と合わせて、有害鳥獣対策の安定的な維持を図っていく。

３．老人福祉センターの閉鎖について【保健福祉課】
　　老人福祉センターは、昭和53年より利用されてきたが、老人クラブの解散や利用者の減少、施設
　の老朽化も著しく多額の修繕費等が必要となることから、令和６年３月31日をもって閉鎖する。
　　代替として、隣接する保健福祉センターで、趣味やレクリエーション、カラオケ、ダンス、体操な
　どを行う居室が確保される。
　　なお、趣味の作業所（陶芸）については、今後も継続して利用できる。

〇ヒグマ捕獲報償金　現在：80,000 円 ⇒ R6 年以降：120,000 円
〇ヒグマ出動手当　　現在：  5,000 円 ⇒ R6 年以降：　 8,000 円

●北海道による狩猟免許試験に係る経費
　　　　　　　　　概算額　19,200円
●北海道公安委員会による猟銃所持許可に係る経費
　　　　　　　　　概算額　81,700円
●猟銃購入　　　　概算額　262,000円
　上記の経費計が362,900円となっており、上限20万円の補助と
　なる。
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令和 7年度から、歌登保育所と
学童保育が併設されます。

閉鎖された老人福祉センター
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５．令和６年度森林環境譲与税活用事業の概要について【農林課】
　　令和６年度から、森林環境税として個人住民税均等割（1,000円／年）の徴収が開始されることに 
　加え、森林環境譲与税配分基準の見直しにより、枝幸町において配分額の増額が見込まれることから、
　森林整備、木材利用の促進、林業担い手対策等の取組みをさらに進めていく。

７．枝幸港小型船溜り施設における今後の利用方法について【水産商工課】
　　枝幸港小型船溜り施設の利用の方向性にいて、港湾施設の性質、当施設整備の目的を考慮しつつ、
　これまでの各種トラブル等の状況、地元や町外利用者の意見、オホーツク枝幸ひまわり基金法律事務
　所の阿野弁護士や北海道開発局の相談を受けながら検討した結果、一般利用者の遊漁船に対して許可
　隻数の制限を行うとし、利用にあたっては、遵守事項を徹底させ、漁業者と漁業者以外の遊漁者との
　トラブル防止を図っていくこととした。
　　一般利用者の許可隻数については、牽引車及びボートトレーラーの駐車可能台数を既存の駐車場の
　規模からシュミレーションした結果、月毎の最大許可隻数を12台とした。
　 利用期間については、４月から９月まで、10月から３月までをそれぞれ１期間とし、その１期間開  
　始の前月に申請を受け付け、審査を行い許可することとする。

６．ホタテ漁業振興対策について【水産商工課】
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８．オホーツク枝幸活力商品券発行事業について【水産商工課】
　　ガソリンや灯油等の原油価格の高騰などが長引く中、生活支援と購買力の向上、地域経済の活性化
　を図るため、オホーツク枝幸活力商品券発行事業を実施する。

〇実施基準日…令和６年５月１日　
〇対象予定者…7,400人
〇事業内容……町民１人当たり5,000円分の
　　　　　　　商品券
　　　　　　　（全店共通用）を無料配布

〇利用期間…令和６年８月１日から10月31日まで
〇事業費……40,650千円
〇財源………地方創生臨時交付金27,694千円を
　　　　　　活用。
　　　　　　残りは一般財源12,956千円を充てる。

９．保養施設・南宗谷ゴルフ場の今後の運営見込について【観光課】
10．枝幸町住生活基本計画の見直しについて【建設課】
11．枝幸町公営住宅等長寿命化計画の見直しについて【建設課】
12．国保病院の運営について【国保病院】

後期編集委員挨拶
　議会だより６８号より担当す
ることになりました。
　議員活動をわかりやすく伝え
ると共に、行政で協議されてい
る内容を掲載してまいります。
　２年間どうぞよろしくお願い
します。

　　　　　　　　　　　　　新年度を迎えたばかりと思っていましたが、早いもので暖かな日差しと共に、
　　　　　　　　　　　　広大な大地には若葉が芽吹き、青く広いオホーツク海には、まだか、まだかと
自分の出番を待っている魚たち。水産振興予算の事業効果で株価のごとく空前の漁獲高を期待します。
　令和６年第１回定例会での行政報告、教育行政報告、一般質問、町政執行方針、新年度予算案に対する
審議等の議会活動を皆様にお伝えしてまいります。
　今回の定例会よりEOS放送で再放送することになりましたので、ご視聴していただければと思っています。
　新年早々に発生した能登半島地震、東日本大震災から１３年と、自然災害から命を守るために、どのよ
うな対策が必要なのか「東北大学災害科学国際研究所」によりますと、「やらなければ」と思っているこ
とを実際に行動に移し、確実に「事前の備え」につなげて行く、それだけで命を守る大きな力になります。
とありました。
　今の時代、いつ、どこで発生するか分からない災害に備えて行かなければと思い、行政で行える防災対
策に着手して行きたいと思っています。皆様と共に安心安全な町づくりを考えてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　石川）

編 集 後 記

広報編集特別委員会
後期担当

委 員 長　 石川　　勝
副委員長　 清水　顕志
委　　員　 岩谷　隆行
委　　員 　野口　洋郎
委　　員　 田口　修三

次回の定例会のご案内
６月27日（木）・28日（金）
　　　　を予定しています。


